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                               （昭和 47年制定） 

    わたくしたちは安城市民です。 

    わたくしたちの愛する安城を、いっそう魅力にみちた  

    生きがいのあるまちにするため、市民生活の心がまえとして、  

    この憲章を定めます。 

 

    わたくしたちは、 

     ＊たがいに助け合い、住みよいまちをつくりましょう。  

     ＊きまりを守り、良い習慣を育てましょう。 

     ＊自然を愛し、きれいな水とみどりのまちを 

      つくりましょう。 

     ＊教養を高め、若い力を育てましょう。  

     ＊健康で、明るく楽しい家庭をつくりましょう。 

 

 

        

                              昭和57年６月８日 

                              議       決 

     あすの安城市を築く青少年が、豊かな情操と正しい社会性  

    を持ち、心身共にたくましく育つことは、市民すべての願い  

    である。  

      この願いを実現するため、市民ひとりひとりが姿勢を正し、 

    青少年をとりまく環境及び諸問題への関心と認識を深め、相  

    互の連帯を強めることによって、青少年が情熱と自覚と責任  

    を持って行動できるよう見守っていく必要がある。 

      ここに市民の総力を結集し、次代を担う青少年の健全育成  

    をめざし、安城市を「青少年をすこやかにはぐくむ都市」と  

    することを宣言する。  

 

 
 
                                        
                                         
 
                                     
 
 
 
 
 
 
 〔昭和35年に制定〕  市民投票       市民投票      公募 
            昭和47年に制定    昭和47年に制定   平成４年に制定 
  安城の「安」を図   かつての安城ケ原   だれにでも作りや   安城の頭文字「Ａ」 
  案化したもので、   は、小松の原野で   すく、家庭や学校   を図案化したもの 
  下部を末広がりに   あり、現在の安城   の花壇に多く栽培   で、青と緑の２色。 
  し発展を象徴、丸   の緑の主体となっ   され市民に親しま   未来に向かった大 
  く囲んだのは円満   ています。旧東海   れています。夏か   空と大地をイメー 
  ・和を象徴してい   道の松並木は､400   ら秋にかけて燃え   ジし、調和と力強 
  ます。        年の歴史を秘めて、  るような赤い花を   い発展を表現して 
             市の文化財に指定   つけ、躍進著しい   います。 
             されています。    安城をしのばせま 
                        す。 

市   章 市 の 木 
（クロマツ） 

市 の 花 
（サルビア） 

シンボルマーク 

安 城 市 民 憲 章 

青少年をすこやかにはぐくむ都市宣言  



はじめに 

 

本年度は第８次安城市総合計画「幸せつながる健康都市 安城」の最終年度とな

ります。これまで学校教育では、「学び合いやかかわり合いを重視した次世代を担

う児童生徒の育成」「豊かな心やたくましい体の育成と健康教育の推進」「様々な

支援を必要とする児童生徒へのきめ細やかな対応」「安全・安心・快適を重視した

教育環境の充実」の４つを基本方針に掲げ、目指す姿の実現に向け取り組んでまい

りました。それぞれの基本成果指標に示されている目標値について、現状を踏まえ

ながら丁寧に検証していくなかで、次なる課題を明確にし、成果を重視してさらに

計画を推進していきたいと考えております。 

急激に変化する時代・多様化の進む社会にあって、子どもたちには社会の変化に

主体的にかかわり合い、多様な他者と協働しながら豊かな人生を切り拓いていく力

が求められています。すべての子どもたちが幸せに成長できるよう、２つの点にお

いて継続して充実を図ってまいります。 

１点目は、「様々な支援を必要とする児童生徒へのきめ細やかな対応」です。本

年度、新たに２名の社会福祉士を迎え、計６名のＳＳＷ（スクールソーシャルワー

カー）が市内の中学校区を担当しています。ケース会議や他機関との連携を図りな

がら、子どもたちの置かれたさまざまな環境にはたらきかけた支援を行っています。

ＳＳＷとの連携を強化し、組織的な対応により、確かな成果を見せ始めています。

また、新たに非常勤養護教諭を配置したり、スクールアシスタント（介助員）を増

員したりして個への支援に向けた整備を進めています。今後も子どもたち一人一人

へのきめ細やかな支援に力を注いでまいります。 

２点目は、「学び合いやかかわり合いを重視した次世代を担う児童生徒の育成」

です。昨年度、市制施行７０周年としてＳＤＧｓ未来都市計画が進められ、各学校

では、持続可能な社会の実現に向けて、子どもたちが主体的に考え行動する実践が

行われました。引き続き、ＳＤＧｓとの関連も含めた体験学習や問題解決学習を重

視し、自ら学び、自ら考える力の育成に努めてまいります。また、主体的・対話的

で深い学びの視点に立った授業改善に取り組み、個別最適な学びと協働的な学びの

往還を意識した教育活動を推進し、自ら学び続ける力の育成をめざしていきます。       

今後も教育の成果や本質を見極め「地道ではあるが進取の精神に富んだ安城教育」

を合言葉に、本市の特色を生かした教育施策をさらに推進していきます。時代の要

請を踏まえつつ、不易の部分を大切にしながら、将来の安城市を担う子どもたちの

健やかな成長を願い、今何をすべきか、何ができるかを常に問いかけながら、着実

な歩みを進めていきたいと考えております。 

 ここに「令和５年度版 安城市の教育」を刊行いたしました。この冊子を通じて

安城教育に対する理解を深めていただくとともに、引き続きご支援を賜りますよう

お願いいたします。 

安城市教育委員会教育長 石川 良一  
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